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第５学年 理科／基礎・発展

－校区の大路次川に学ぶ－川へ行こう

１．ねらい

校区を流れる川は、流水の作用についてはも

ちろん、季節によって変化する川辺の生物（植

物や昆虫 、自然災害など、いろいろな面から学）

習に活用することができる。

ここでは、そうした学習活動の一つとして、

能勢町の大路次川（猪名川の支流）を扱った事

例を紹介する。

図１ 大路次川とその支流

２．川へ行こう

川についての学習では、児童を川へ連れて行

って実体験させることが大切である。

筆者の勤務校において実施したとき、事前には

「ただの散歩になってしまうかな」という危惧も
き ぐ

、 、あったが 帰校してすぐに感想を書かせたところ

それぞれの児童が、様々な視点から川での学習を

とらえて、思考をより深め、また学習への意欲が

:高まったことが伺われた。その一部を紹介すると

大路次川は、ふだん遊んだりしたこともあった★

けど、川の流れ方をじっくり見たのは初めてだっ

た。知らなかったことが分かった。

川の中でも、流れの遅いところと早いところが★

あって、草とかが生えるところは遅いところ。魚

も遅いところにいた。

思ったよりも曲がっているところが多かった。★

ぐねぐねと曲がっていた。魚とか鳥もいた。

雨の次の日だったから、草が全部倒れてた。水★

の勢いがすごかった。晴れてる日はどんなふうに

なってるのかな？

３．全体像の把握

(1) 地理的側面からの把握

大路次川は、京都府亀岡市に源を発して兵庫

県川西市にある一庫ダムによる知明湖に流れ込

んでおり、児童に観察させる範囲は、その中流

域に当たる（図１ 。）

図１は 『カシミール３Ｄ』 を使って、その解、
１）

説書に添付の - に収納されている 地CD ROM 1/50,000

形図から必要部分を切り取り、画像編集ソフトを

使って、いったん白黒に変え、川等を着色して作

ったもの。

『カシミール３Ｄ』は、インターネットからも

ダウンロードでき、比較的簡単な作業で、地形図

を中心に種々の応用ができるソフトである。
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川へ連れて行く前に、地図を使って歩く範囲

を予習した 『住宅地図』のようなわかりやすい。

地図を印刷して配布し、歩くルートを赤鉛筆で

なぞらせる（図２ 。地図と実際の場所が結びつ）

かない児童も多いので、ポイントになる地点で

は、その場所の詳しい様子を話して、地図に書

き込ませる。

こうしたことによって、児童に自分たちが観

察する範囲が大きな流れの中の一部であること

、 、をとらえさせるとともに 観察するポイントを

流れの中における役割と結びつけて考えさせる

ことができる。

(2) 地形的側面からの把握

大路次川は、山の中を狭いＶ字谷を形成して

流れてくるが、この辺りから川幅も広がり、視

界も広くなる。河床勾配も急勾配から緩勾配に
こうばい こうばい こうばい

。 、 （ ）変わる これらについては 川の縦断面 図４

図２ 大路次川観察ルート地図

Ｂ４版に印刷して配布し、学校からの観察ルートを

赤鉛筆でなぞらせ、観察の要点等を記入させる

図３ 大路次川観察ルート

学校から最も近い橋とその上流地域

で河床勾配の変わる様子を、何か所かでの川の
こうばい

横断面（図５）で谷の形の変わる様子を説明す

る。

図４は 『カシミール３Ｄ』を使って、その解説、

書に添付の - に収納されている 地形CD ROM 1/50,000

図で大路次川に沿った地点を多数選択し、それら

の点を通る面での地形断面を作ったもの。

図５は、同じく大路次川に沿った地点を何か所

か選択し、それらの点で川に垂直な面での地形断

面を作ったもの。

河床勾配の話は小学生には理解が困難だと考
こうばい

図４ 大路次川河床勾配の変化

図５ 大路次川の谷の形

豊中センター前（左上 、ゆずり川合流（右上 、） ）

山辺川合流（左下 、下田（右下）の各点のもの）
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えられるので、詳しいことはともかくとして、

自分たちが住んでいる地域が自然とどのような

関わりを持ちながら成り立っているかを伝える

ことを心がけた。

４．川での学習

連続２時間の授業として実施しても児童が歩

ける範囲はごく狭く、あまりいろいろのことは

できないが、いくつかのポイントを挙げる。

① 行程の中で、川が曲がっていることを実感

させるとともに、曲がる原因を考えさせる。

特に、雨の翌日に行った組では、河川敷の草が

なぎ倒されていたことから、雨による増水とその

作用を考えさせた。

② 川が曲がっているとき、曲がりの内側と外

側とでは流れの速さが違うことを把握させる。

このためには、長い紐を付けた板切れを用意

しておき、橋の上からこれを水面に垂らし、板

切れが水面についてから紐がピンと張るまでの

時間を、川の両岸に近いところで測る（図６ 。）

簡単な実験であるが、場所による流速の違いに

顕著な差が見られ、児童はよく把握できた。

③ 川原に降りられる場所があれば、れき（石

ころ）の観察をする。

各自に数個の石を集めさせ、それらをグルー

プ分けさせる。その基準は、児童に任せてもよ

いし、指示を与えてもよい。

小学校で扱う岩石は堆積岩だけとなっている

図６ 流速を測る

使っているのは、右

図のように、板切れ

に紐を付けたもの

が、川原に行けば火成岩も堆積岩もある。児童

は、岩石名はわからなくても、だいたい種類毎

のグループ分けをする（図７ 。）

この付近の地質略図（図８）を見ると、大路次

川の上流はかこう岩地帯で、そこから丹波層群の

砂岩や泥岩の地層の中を通って下流へと流れてい

ることがわかる。

川原のれきは、基本的には、そこより上流に分

図８ 大路次川流域の地質略図

1 20万地質図『京都・大阪』に加筆/
青色点線は大路次川の流路の概略を示す

図７ 大路次川の川原のれき

岩石種によるグループ分けをしている
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布する岩石だと考えられるから、岩石名を考える

ときのヒントになる。

また、久佐々小学校の近くの観察場所は、丹波

。層群の砂岩地帯から泥岩地帯へ変わる辺りである

それまで狭いＶ字谷を形成して流れていた大路次

川の川幅がこの辺りから広がり、河床勾 配も急勾
こうばい こう

配から緩勾 配に変わる一因と考えられる。
ばい こうばい

５．川から帰って

① 観察できない場所については、デジタルカ

メラで撮影した画像を、コンピュータと液晶プ

ロジェクターとを使って投影し、写真と地図と

を対応させながら説明する。

プレゼンテーション用ソフトを用いれば、時間

設定も可能である。

② 川での学習の後、地域の自然災害について

の学習に入る。

先に配布していた地図を使いながら、過去に

災害の起きた場所や災害時の様子などを、史料

をもとに説明する。

児童にとっては、実際に見てきた場所なので、

、その場の様子を思い起こさせながら話しをすると

理解は早い。

今の大路次川は、コンクリートで護岸工事もな

されていて、川幅も災害時より広くなっている。

そのことは、川へ行く前に伝えてあったので、行

ったときには 「こんなふうに川岸を守ってなかっ、

たら、僕の家は危ないかもしれない 」などと言っ。

ていた児童もいた。

６．まとめにかえて

現在では災害のつめあとは影をとどめていな

いが、それでも、実際の川へ行ったことで、児

童は“自分たちの川”という認識を深めたよう

である。

そして、これからどのように川と付き合ってい

くのがいいかを考え、次のようにまとめている児

童もいた：

コンクリートで岸とか守ってくれてるから、★

ちょっとは安心だ。でも、鳥とかは住みにくいの

かな？

、 。 、 。★ 川は 命を育ててる 人も 川を守らないと

また、フィールドワークであるので、見学ル

ート、観察ポイント、危険箇所、交通事情等々

について、事前に何度か下見をしておく必要が

あるし、実施の際には児童の状況について常に

把握をしておかなければならない。

こうしたことはあるが、実際の自然に触れた

ときの生き生きとした眼、感動した様子、深い

理解等は、教室での学習では得られないもので

はないだろうか。
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